
 

 

 

 

公立高校と私立高校のちがい ～お金編～ 

今回の通信では、ネットの記事を紹介します。QRコードを読み取り、読んで

みてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年７月 14日（水）№13 

泉南市立一丘中学校 

進路指導担当 

公立高校「無償化」も 制服や教科書、辞書など…

入学時に 10万～20 万円は必要 

NIKKEI STYLE （2021.7.8） 

【Q&A】私立高校 vs公立高校の学費 どれくらい

違う？ 初年度の負担額や無償化の手続き方法

は？[2021年度] 

ベネッセ教育情報サイト （2021.3.8） 

＜記事の要約＞ 

入学を決めたあとに思いがけない金額が必要になることがある。 

制服、体操着、体育館用靴、教科書、かばんなど…。 

その他にも、通学定期、PTA 会費、修学旅行の積立金なども。 

授業料無償といわれる公立高校でも、授業料以外の部分でお金がかかる。 

＜記事の要約＞ 

「学校教育費」として、公立高校の場合は 3年間で約 84万円、私立高校の

場合は約 215万円かかる。 

※この記事には「学習費総額」や「学習塾費」についても書かれています。 


